
　
現
在
、
糟
屋
地
区
内
で
、
図
書

館
と
し
て
の
建
物
が
な
い
の
は
須

恵
町
だ
け
で
す
。
延
床
面
積
で
比

較
し
て
も
他
町
に
比
べ
手
狭
で
、

機
能
的
に
み
て
も
不
足
し
て
い
ま

す
。
老
若
男
女
に
広
く
利
用
さ
れ

る
最
た
る
も
の
は
図
書
館
だ
と
思

い
ま
す
。
町
民
は
早
期
の
図
書
館

建
設
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
６
月
議
会
で
、
同
僚

議
員
が
図
書
館
の
建
設
に
向
け
て

一
般
質
問
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
か
。
ま
た
、
建
設
予
定
地
と

し
て
ど
こ
を
考
え
て
お
ら
れ
る
の

か
。
そ
し
て
、
築
41
年
が
経
過
し

た
あ
お
ば
会
館
は
老
朽
化
が
目
立

ち
、
大
型
地
震
等
が
来
れ
ば
倒
壊

の
恐
れ
が
あ
り
、
安
心
安
全
の
観

点
か
ら
危
険
防
止
対
策
に
つ
い
て

も
質
問
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
６
月
の

一
般
質
問
で
、
図
書

館
建
設
に
つ
い
て
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
必
要
性
は
感
じ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、

高
齢
者
福
祉
施
策
・

待
機
児
童
問
題
・
学

校
の
増
改
築
や
耐
震

化
工
事
な
ど
、
住
民

生
活
に
直
結
す
る
喫

緊
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
緊
急

性
の
高
い
事
業
か
ら
優
先
的
に
着

手
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
図
書
館
や
文
化
会
館
は
、
文
化

施
設
の
最
た
る
も
の
と
し
て
位
置

付
け
て
い
ま
す
が
、
前
述
し
た
事

業
に
加
え
、
予
期
せ
ぬ
災
害
発
生

に
備
え
た
人
命
最
優
先
の
防
災
拠

点
の
整
備
も
重
要
で
す
。

　
役
場
敷
地
内
の
中
央
防
災
セ
ン

タ
ー
、
佐
谷
地
区
の
東
部
防
災
セ

ン
タ
ー
の
建
設
に
加
え
、
新
た
に

町
立
図
書
館
の
早
期
建
設
計
画
を

必
要
性
は
感
じ
て
い
る
が
…

3
問

答
中
嶋
町
長

一/般/質/問

町 政 を 問 う ！

世利 孝志  議員

須
恵
区
に
中
部
防
災
セ
ン
タ
ー
の

用
地
取
得
を
行
う
な
ど
、
現
在
の

と
こ
ろ
計
画
が
立
て
に
く
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
建
設
の
時
期
や
場
所
、

用
地
購
入
の
問
題
、
施
設
の
概
要
、

経
営
形
態
な
ど
も
含
め
、
次
期
複

合
施
設
と
し
て
何
が
い
い
の
か
を

専
門
家
を
交
え
、
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

設
施

一
般
質
問

築41年が経過した あおば会館

委員会レポート

海水から淡水へ
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筑
後
川
の
河
口
23
㎞
の
位
置
に
あ

る
筑
後
大
堰
は
、
総
延
長
約
５
０
０

ｍ
の
可
動
堰
で
、
福
岡
・
佐
賀
県
内

３
３
０
万
人
の
水
道
用
水

お
よ
び
農
業
用
水
を

確
保
す
る
た
め
、

流
況
の
変
化

に
対
応
し
た

操
作
が
行

わ
れ
て

い
ま
す
。

総務建設産業委員会 委員会レポート

　
須
恵
町
を
含
む
、
福
岡
都
市
圏
９
市

７
町
の
水
道
用
水
と
し
て
、
筑
後
大
堰

の
湛た

ん
す
い水
区
域
内
か
ら
取
水
し
、
水
圧

で
約
80
ｍ
押
し
上
げ
、
大
野
城
市
の

牛う
し
く
び頸

浄
水
場
ま
で
延
長
約
24
・
７
㎞
を
、

３
６
５
日
24
時
間
通
水
し
て
い
ま
す
。

　
最
大
毎
秒
２
１
６
４
㎥
の
通
水
を

行
う
た
め
、
ポ
ン
プ
の
管
理
や
厳
し

い
監
視
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
生
活
の
基
盤
と
な
る
水
は
、
須
恵
ダ
ム
な
ど
町
単
独
水
源
の
ほ
か
、
福
岡
地
区

水
道
企
業
団
か
ら
受
水
を
確
保
し
、
各
家
庭
に
安
定
し
て
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
月
８
日（
月
）、
そ
の
福
岡
地
区
水
道
企
業
団
関
連
３
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

水
道
水
の
安
定
供
給高水圧で通水する大型ポン

プ

海水から淡水へ

昭
和
60年

か
ら
生活を支え続ける可動堰

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

筑
後
大
堰
管
理
室

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

福
岡
導
水
管
理
室

　
福
岡
地
区
水
道
企
業
団
は
、
筑
後
川

か
ら
の
導
水
、
各
ダ
ム
の
水
源
の
ほ
か
、

海
水
淡
水
化
事
業
を
進
め
、
安
定
給
水

を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
玄
界
灘
よ
り
取
水
し
、
一
日
の
生
産

水
量
は
、
最
大
５
万
㎥
で
す
。

海
の
中
道

海
水
淡
水
化
セ
ン
タ
ー

　
２
月
に
福
岡
を
襲
っ
た
大
寒
波
に
よ

り
、
須
恵
町
で
も
町
内
各
地
域
で
水
道
管

の
破
裂
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
給
水
不

可
に
よ
る
断
水
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
町
の
水
源
だ
け
で
な
く
、
福
岡
地
区
水

道
企
業
団
か
ら
受
水
し
て
い
る
た
め
防
げ

た
事
案
で
す
。
普
段
の
生
活
用
水
は
も
と

よ
り
、
災
害
等
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
対

応
で
き
る
水
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
上
下
水
道
課
と
の

意
見
交
換

　
２
月
12
日（
金
）、
議
会
と
区
長
会
と

の
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
議
会
か
ら
、
ぼ
た
山
の
今
後
の
開
発

計
画
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
防
犯
灯
の
費
用
負
担
、
消
防
団
へ

の
援
助
金
、
行
政
区
加
入
へ
の
行
政
措

置
、
空
き
家
対
策
等
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
議
員
・
区
長
に
よ
る
合
同
の
須
恵
町

を
知
る
企
画（
郷
土
史
の
勉
強
会
、
岳

上
登
山
等
）の
実
施
に
よ
り
、
須
恵
町

の
魅
力
発
信
の
き
っ
か
け
に
し
た
い
と

の
意
見
が
出
さ
れ
、
須
恵
町
が
魅
力
あ

る
町
に
な
る
よ
う
共
に
協
力
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
が
、
初
め
て
の
懇
談
会
で
し
た

が
、
さ
ら
な
る
意
見
の
交
換
が
で
き
る

よ
う
、
毎
年
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

須恵町を
より良くするために
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